
新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金活用事業　検証結果一覧（令和２年度実施計画分）

臨時交付金
充当経費
【円】

1 高知県休業等要請協力金

①高知県実施の休業等要請に応じた県内中小
企業または個人事業主の事業継続支援に対す
る負担金
②高知県への負担金
③高知県

600,000 600,000 R2.5.27 R2.8.25

緊急事態措置等による休業等の期間（令和２年
４月24日から同年５月６日まで）において、高知
県の要請に応じて休業等を行った県内中小企
業または個人事業主に対し、１事業者当たり30
万円（県20万円、町10万円）の協力金を県が支
給。その協力金に対し、１事業者当たり10万円を
負担。

新型コロナウイルスの感染拡大を防ぐため、高
知県の休業等の要請に応じた事業者に対し、県
と県内市町村が連携して協力金を支給するこ
とで事業継続に繋がった。

支給件数：６件
負担金の額：600,000円

効果的であった 総務課

2 新型コロナ対策林業緊急支援事業

①新型コロナウィルス感染予防による自粛等に
伴う経済活動の停滞等に起因した臨時的対策
に係る経費の助成（国県費の補助がある場合
は、それらを除く自己負担分に対する助成）を
行うことにより、事業体の経費負担の軽減及び
従業者雇用の維持等が図られる。
　a　出荷調整に係るストックヤードで使用する
機械のレンタルリース料の助成
　b　上記ストックヤードでの原木保管による積
み上げ木材の落下防止に使用するL型H鋼の加
工購入に係る経費助成
②a　林業機械レンタル料助成費
　b　L型H鋼加工購入助成費
③大豊町森林組合

6,906,000 6,300,000 R2.6.1 R3.3.30

新型コロナウィルス感染予防による自粛等に伴
う川下側の木材流通が停滞した。このことによ
り川上側（山側）から出荷調整をする可能性が
あったが木材を川中である木材集積基地に滞
留させることで川上側の生産活動を経済させ
た。そのため滞留した木材を適切に管理するた
めに必要な経費に対して支援を実施した。

木材集積基地に木材を滞留させることで川上
側（山側）の生産活動を停止させることなく継
続させたことにより雇用継続に繋がった。

木積み用H型鋼加工品の導入
　590基　　　　5,152,500円
木材運搬用機械レンタル
・グラップル　　 957,500円
・フォークリフト　796,000円
対象者アンケート
対象者件数：１　件
検証内容：　非常に効果的であった

非常に効果的であった
プロジェクト
推進室

3 1人1台端末整備事業

①学校休業時における子供たちの学びを保障
するため、快適な遠隔オンライン学習環境のも
と児童生徒及び先生に1人1台PC端末を整備し、
GIGAスクール構想の実現を目的とする。
②関連補助金の対象外経費である端末等備品
購入費及び委託費
③大豊町

8,352,740 6,700,000 R2.6.19 R3.3.30

児童生徒及び教員用のタブレットパソコン
　８０台　3,490,960円
小中学校校務用パソコン
　38台　3,640,780円
端末設定委託料　一式　1,221,000円

学校休業ににおけるオンライン学習の環境が
整った。またGIGAスクール構想に向けた環境整
備が整った。　充足率100%
GIGAスクール構想に伴う教員用PCの整備及び
接続環境の充実ができた。

非常に効果的であった 教育委員会

4 観光施設等誘客促進支援事業

①新型コロナの影響により、激減した施設利用
者の誘客促進を図る。
②令和２年6月～12月までの間に施設及び体験
利用料の割引プランの利用料割引分を助成。
（上限30万円）
③町内観光施設及び宿泊・体験施設

3,417,600 2,800,000 R2.6.1 R3.3.30

大豊町内の観光施設及び宿泊・体験施設を対
象として、令和２年6月～12月までの間に誘客
促進を目的として施設及び体験利用料の割引
プランを実施した場合、当該プランの利用料割
引分を助成する。（割引率50％以下、1事業者当
たり上限30万円支給）

ラフティングなどの体験アクテビティを最大
50％割引したことで利用しやすくなり、それに
合わせて宿泊施設の利用もあったので誘客促
進に効果があった。
支給件数：16件
支給額：3,417,600円

効果的であった
プロジェクト
推進室

5 振興作物推進支援事業

①不安定、先の見えない状況のなか、経営に不
安を抱きながらも、農業経営に取りくむ農業者
を支援するため、振興作物を生産及び出荷す
る農業者に作付け面積（R2.4.1作付け～）に応じ
た交付金を交付する。
②1a当たりの単価に作付け面積を乗じた額を交
付する。
③振興作物を生産及び出荷する農業者

2,830,000 2,200,000 R2.6.1 R3.3.19

新型コロナウィルス感染症の発生により、需要
減少による農業経営への影響が懸念される中
で、振興作物等を生産する農業者の生産意欲
の維持向上を図るため、１ａ当たり1万円（限度額
10万円）の給付金を給付。

振興作物（野菜）：シシトウ、赤ピーマン、彩りピー
マン、パプリカ、トマト、ミニトマト、ホウレンソウ、
スナップエンドウ、レタス
認定農業者及び認定新規就農者については、
上記以外の品目も交付対象とする。（果樹は除
く）

給付金により、農業者の生産意欲の維持向上
が図られ、耕作放棄地の解消にも繋がった。
支給件数：35件
支給総額2,830,000円
（効果に対する満足度）
聞き取り件数：３５件
非常に効果的であった:100％

非常に効果的であった 産業建設課

事業の効果
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6 事業者緊急支援給付金事業

①新型コロナの影響により、売上が減少した事
業者（個人事業主を含む。）に給付金を交付す
る。
②前年比の売上（２月～５月）が20％以上50％
未満減少した事業者に給付金20万円（限度）を
交付する。
③町内商工業者

1,000,000 800,000 R2.6.1 R2.10.9

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、緊急
的な経営対策を必要としているが、国の持続
化給付金の対象にならない町内の個人事業主
を含む商工業者へ、前年比の売上（２月～５月）
が20％以上50％未満減少した事業者に給付金
20万円（限度）を交付する。

持続化給付金の対象にならない事業者に対し
て支給することで、新型コロナウイルスの影響
を受けたすべての事業者を給付金の対象とす
ることができた。
支給額200,000円×5事業者=1,000,000円

効果的であった 産業建設課

7 地域経済回復支援事業

①町内消費を喚起し、地域経済を立て直すた
め、全世帯に商品券の引換券を発送し、希望者
は商工会にて20,000円分の商品券と引き換え
る。
②報償費、手数料、通信運搬費
③大豊町

40,162,412 40,000,000 R2.6.1 R3.3.19

新型コロナウイルス感染症の影響を受けてい
る地域経済や住民生活の支援のため、全世帯
に商品券の引換券を発送し、商工会で20,000
円の商品券と引き換える。
＊使用期間：7月1日～12月31日

商品券換金額　39,664,500円
郵便料　146,000円
手数料　351,912円

コロナウイルスの影響を受けている世帯に支援
することができ、また町内の消費喚が高まり、
地域経済が活発となり、町内事業者の事業継
続に大きく繋がった。

換金率　99.11％
　商品券：2,001世帯 40,020,000円
　換金額：39,664,500円

効果的であった 産業建設課

8 必需物品供給事業

①感染症対策物品（マスク、消毒液、ハンドソー
プ）を各世帯（約2,000世帯）分を給付・備蓄す
る。
②備蓄品購入費、役務費

①感染症対策を講じた上で訪問活動を継続で
きるよう、訪問を主たる業務とする職員が使用
できる必需物品及び庁用備品を備蓄する。
②備蓄品購入費
③大豊町

3,539,054 3,400,000 R2.10.1 R3.2.10

町内世帯主に引換券を郵送し、R3.1.5～R3.3.31
までの期間で引換配布を実施。
マスク　1,155,000円
手指消毒液　1,247,400円
ハンドソープ　687,500円
引換券用紙　4,577円
配布物品用レジ袋　12,408円
郵便料　141,683円

訪問業務用の必需物品及び庁用備品を購入
マスク　49,500円
手指消毒液　58,311円
使い捨て手袋　１9,325円
予防衣　20,350円
赤外線体温センサー　143,000円

配布実績
　　マスク　3118人　90.9％
　　手指消毒液　1795世帯　88.4％
　　ハンドソープ　1795世帯　88.4％

訪問業務用の必需物品及び庁用備品
　　マスク　15人×10箱
　　手指消毒液　詰め替え用（5ℓ）　19本
　　使い捨て手袋　Sサイズ　５箱
　　　　　　　　　Mサイズ　10箱
　　予防衣　10着
　　赤外線体温センサー　2台

非常に効果的であった
住民課・総務
課

9 指定管理者等支援事業

①新型コロナの影響により、売上が減少した持
続化給付金の対象にならない指定管理者等に
給付金を交付する。
②前年比の売上（令和２年１月以降）が50％以上
減少した指定管理者等に120万円を交付
③指定管理者等

1,200,000 1,000,000 R2.9.11 R2.10.20
国の持続化給付金の対象にならない指定管理
者等（前年比の売上が50％以上減少した月が
ある）に対し、120万円を交付。

新型コロナウイルスの影響により、売上が減少
した指定管理者等に給付金を交付したことに
より、経営対策を実施することができた。

支給件数：１件
交付額：1,200,000円

非常に効果的であった 総務課

10 中学校体育館空調設備整備事業

①新しい生活様式による3密対策を実施して、
夏季開校時などでもより快適な教育環境で子
供たちの学びを保障するため、体育館空調設
備を整備する。
②工事費
③大豊町中学校体育館

30,268,700 27,000,000 R2.10.1 R3.3.30
大豊町中学校体育館の空調設備整備
　工事一式　30,268,700円

新型コロナウイルスの感染拡大により、夏季休
業期間を授業日にする等の対策を行っている
が、体育館の空調設備を整備したことにより、
熱中症等の予防ができ、快適な教育環境を整
備することができた。

非常に効果的であった 教育委員会

11 水道応急対策推進補助金

①新型コロナ感染症対策を非常時においても
実施できるよう水道の応急給水や応急復旧と
いった事前対策を推進するための取り組みを
進める。
②消耗品費、機材購入費、応急復旧資材、計画
作成委託料
③大豊町（水道事業会計へ操出)

16,581,400 13,500,000 R2.9.11 R4.1.28

新型ｺﾛﾅ感染症による非常時においても水道水
の安定供給ができるよう、水道の応急給水や
応急復旧といった事前対策のため備品を購入
した。
応急復旧資機材1.0式　2,875,400円
応急給水機器１．０式　1,606,000円
業務継続計画策定委託料　12,100,000円

新型ｺﾛﾅ感染症において重症化するリスクの高
い高齢者が多く、事前対策を実施することでリ
スクを低減することができた。

非常に効果的であった 産業建設課
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【円】
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12 避難所環境整備事業

①３密回避のため、避難所の環境整備を行う。
②手数料、改修工事費（空調設備、トイレの洋式
及びウォシュレット、非接触型手洗い器への改
修）
③大豊町

10,417,000 7,500,000 R2.10.1 R3.2.26

福祉避難所（ふれあいセンター）の空調設備、１
～３階のトイレの洋式化及びウォシュレット、非接
触型手洗い器への改修を行った。

見積書等作成手数料　352,000円
改修工事費　　　　10,065,000円

重症化するリスクの高い高齢者の利用が多い
ため、感染防止に寄与するとともに、衛生面や
利便性においてもトイレの改修は非常に効果的
であった。また、空調設備を整備したことによ
り、マスク着用を余儀される中、熱中症等のリス
クを低減することができた。

改修施設数：１施設
改修トイレ箇所：１～３階各男性・女性・障害者用ト
イレ
空調設備：室内機６台

非常に効果的であった 総務課

13 搬入路整備事業

①新型コロナウイルスの影響を受け、木材価格
が下落し流通が低迷している中、流通の効率化
を高めるため、トレーラーでの搬入搬出が必要
となっている。今後における経済対策として、
大型車両の円滑かつ安全な通行を確保するこ
とにより、木材流通の拡大を図り、経済活動を
活性化させるため、現在対面通行が不可能で
あるストックヤードへの搬入路を拡幅改良する。
②搬入路拡幅　L＝156ｍ
③大豊町

47,993,000 29,000,000 R2.10.1 R3.3.19

新型コロナウィルス感染症の影響を受け、木材
の流通が低迷している。
今後における経済対策として、大型車両の円滑
かつ安全な通行を確保するために木材搬入路
を拡幅改良し、木材の流通の効率化を図り、経
済活動を活性化させる。

大型車両の行き違いの際に、待機することが
なくスムーズに安全な走行が確保された。

　延長：156ｍ、平均拡幅：3.5ｍ（幅員10.0ｍ）

効果的であった 産業建設課

14 肉用牛繁殖経営農家緊急支援事業

①新型コロナの影響により、売上が減少した繁
殖農家に補助金を交付する。
②補助金
③町内肉用牛繁殖農家

569,000 400,000 R2.10.1 R3.2.10

肉用牛繁殖農家の生産意欲の向上を図るた
め、嶺北家畜市場において、取引価格が基準額
を下回った場合に、基準額と取引価格の差額に
対して、80%の給付金を交付する。
ただし、上限は一頭当たり120,000円。

基準額　雌牛450,000円/1頭
　　　　去勢500,000円/1頭

新型コロナの影響により取引価格が低迷して
いた中、給付金の活用により、新型コロナ蔓延
以前の取引価格に近い額で取引でき、事業者
の経営安定化につながった。
なお、申請のあった３事業者に電話にてアン
ケート調査を行ったところ、３事業者ともから事
業に対して非常に効果的であったとの声をい
ただいた。

申請件数：７件
　　　　（３事業者、９頭分（雄牛5、去勢4））
給付額：569,000円

非常に効果的であった 産業建設課
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15 新型コロナ対策林業緊急支援事業（その２）

①-1　新型コロナウィルスの影響により、原木出荷量、又
は製造加工品出荷量の低下による、原木流通が低調な状
況の改善策として、原木出荷量及び原木購入量に応じた
交付金を交付して、原木流通量の回復を図る。
①-2　アフターコロナをにらみ、生産力等の強化を図る
為に導入する資機材の購入にかかる経費に対して助成を
行う。
①-3　アフターコロナをにらみ、生産力及び競争力等の
強化を図る為に、導入する資機材の購入及びリースに掛
かる経費に対して助成を行う。
①-4　新型コロナウィルスによる原木流通の停滞に伴
い、大豊共販所に滞留する原木保管の管理に掛かる諸経
費等を支援する為、交付金を交付する。
①-5　アフターコロナに向け、稼働率を上げるため林業
施設を整備する。
②-1　原木を出荷する林業事業体及び原木購入を図る
大豊町内の原木製造加工事業体に対して、原木1m3当た
り500円の交付金を予算の範囲内で交付する。
②-2　大豊町内に拠点を置く育苗業者が行う資機材の
購入に対して補助を行う。
②-3　大豊町内に拠点を置く原木製造加工事業体が行
う資機材の購入及びリースに対して、1000万円を限度と
して補助を行う。
②-4　大豊町森林組合に対して、予算の範囲内で交付金
を支払う。
②-5　工業用水取水施設を整備する。
③-1　林業事業体（大豊町森林組合外３事業体）、原木製
造加工事業体（おおとよ製材外３事業体）
③-2　育苗事業体（西峰集活センター産業部会）
③-3　原木製造加工事業体（おおとよ製材、三谷木材）
③-4　大豊町森林組合（大豊共販所運営組織）
③-5　大豊町

92,482,928 78,130,000 R2.10.1 R3.4.30

1　木材流通持続化事業
　林業事業体での原木出荷量が低調な状況及び、
原木製造加工事業体での製造加工品出荷量の低調
な状況が起因して、原木流通が低調となっている
状況を鑑みて、林業事業体に対しては原木出荷量
に応じ、又、原木製造加工事業体に対しては原木購
入量に応じ交付金を交付して、原木流通量の回復を
図るために支援を実施。

2　コンテナ苗生産施設整備
　アフターコロナをにらみ、育苗業者が生産力及び
競争力等の強化を図るために、導入する資機材の
購入にかかる経費に対して支援を実施。

3　 経営基盤強化
　アフターコロナをにらみ、木材加工事業体が生産
力及び競争力等の強化を図るために、導入する資
機材の購入にかかる経費に対して支援を実施。

4　原木品質管理
　木材集積基地での滞留する木材保管の管理に掛
かる諸経費等に対して支援を実施。

5　林業施設整備
　アフターコロナに向け、安定的な生産体制を構築
するため林業施設の整備を実施。

1　木材流通持続化　39,848,000円
　木材の流通を活性化することにより経済活
動の停滞を抑止し事業継続に繋がった。

2 コンテナ苗生産施設整備　4,950,200円
3 経営基盤強化　　　　　　7,282,728円
　事業者の生産力の向上を図ることで、事業
力、競争力の強化に繋がった。

4　原木品質管理　　 4,388,000円
 木材集積基地に滞留する木材の管理を適切
に実施することで品質の低下を防止し木材管
理による雇用継続に繋がった。

5 林業施設整備　  36,014,000円
　林業施設を整備することで町内木材加工事
業者の安定的な生産体制構築に寄与し事業
力、競争力の強化に繋がった。

○対象者アンケート
対象者件数：12件
検証内容：　非常に効果的であった

非常に効果的であった
プロジェクト
推進室

16 大豊町誘客多角化体制整備事業

①拠点観光施設における新型コロナウイルスの
蔓延期間を、終息後に向けての助走期間として
とらえ、終息後速やかに誘客を図るための体制
整備
②aゆとりすとパークおおとよキャンプ場・コ
テージのwi-fi整備
  bパンフレット・案内看板作成費
  ｃアフターコロナにおける誘客促進地域イベ
ント使用機材及びコロナ対策備品
③a対象施設：ゆとりすとパークおおとよ
　ｂ大豊町
　ｃ大豊町

16,393,300 13,000,000 R2.9.14 R4.2.18

新型コロナウイルスの蔓延期間を、終息後に向
けての助走期間としてとらえ、アフターコロナ
を見据え誘客を図るための設備整備をした。

非接触検温器　691,680円
パークＷｉ-Ｆｉ　7,243,500円
大豊ＩＣ前看板　3,861,000円
観光ガイドブック　1,995,290円
音響設備　2,601,830円

Wi-Fiや非接触検温器を整備をしたことで、便
利で安全に施設を利用することができ、コロナ
禍ではあるがゆとりすとパークキャンプ場・コ
テージの利用客も増加した。
また、観光看板やガイドブックを一新し、観光客
の満足度を高め誘客活動を促進した。

効果的であった
プロジェクト
推進室

17 広域観光周遊促進整備事業

①新型コロナウイルスにおけるアフターコロナ
対策としてとらえ、更なる町内消費・誘客の促
進に向けて商工会が行う消費喚起対策事業に
対して助成する。
②誘客促進型スマートフォンアプリの利用及び
サーバー費用等関連する経費
③大豊町商工会

1,369,998 600,000 R2.12.1 R3.3.31

嶺北地域の周遊型観光アプリ「れいほくアドベ
ンチャーアプリ」を改修し、アプリの機能（観光
ガイドブック、来客数カウント）による商業施設
の情報の充実及び集客力の向上を目的として
補助金を交付した。

アプリ制作負担金　1,333,333円
チラシ印刷費　25,665円
ポストカード等　11,000円

アプリのリリースにより、飲食店や小売店の情
報がスマホ上のアプリで見ることができるよう
になり、利用者の利便性が増すとともに、店舗
にとっても情報発信ができるようになった。

補助金額　1,369,998円

効果的であった
プロジェクト
推進室

18 民泊受入家庭コロナ対策交付金

①体験型教育旅行の受入について、コロナ禍に
おける感染症対策に対応した受入が行えるよ
う給付金を交付。
②民泊家庭　１家庭100,000円
③体験型教育旅行登録受入家庭（大豊町家庭
のみ）

4,100,000 4,000,000 R2.10.1 R3.3.19

新型コロナウイルス感染症に対応した体験型教
育旅行の受入を継続的に行っていくため、感染
症対策に要する経費に対し、給付金を交付し
た。

民泊の受入はできなかったが、給付金を交付し
たことでアフターコロナを見据えた感染症対
策に対応することができ、また受入意欲の低下
防止につながった。

支給件数：41件
支給額：4,100,000円

効果的であった
プロジェクト
推進室
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臨時交付金
充当経費
【円】

事業の効果
（具体的に数値等を記載）

検証結果 担当課事業実施内容No. 事業名

事業概要
①目的・効果
②交付金を充当する経費内容
③事業の対象（交付対象者、対象施設等）

総事業費
（実績額）

【円】

事業
始期

事業
終期

19 農家支援給付金

①新型コロナにより農家集落に影響が出てお
り、停滞する活動からの脱却を支援するため、
給付金を交付する。
②1㎡当たりの単価に面積を乗じた額を交付す
る。
③集落

26,837,500 21,700,000 R2.10.1 R3.2.10

新型コロナウイルス感染症拡大により、農業生
産活動、集落保全活動に大きな影響が出るな
か、新しい生活様式を取り入れて、農地を守り、
地域を守る活動の推進を図った集落に対し、1
集落ごとの交付対象農用地面積に１㎡当たり10
円を乗じた額給付金を支給。

農業者の営農生産意欲が向上し、耕作放棄地
の解消にも繋がった。
令和3年10月、対象となった24の集落に対して
ヒアリングを実施。
「非常に効果的であった」：24（100％）
※対象からの主な意見
「可能であれば、引き続き支援を実施してもら
いたい」

支給件数：24
対象面積：2,683,750㎡
給付額：26,837,500円

非常に効果的であった 産業建設課


